
ⅠⅠⅠ 未利用森林資源の活用技術開発
T e c h n o lo g lC a l D e v e lo p m e nt fo r U t ＝z ln g U n － 0 r L e s s －U s e d F o re s t R e s o u rc e s

1 ． 化学的・ 物理的手法 によ る利用

技術開発

R e se a r c h a n d D e v e lo p m e n t ofUtilization

T ec h n o lo g ie s o f w o o d b y C h e m ic a l o r P h y si

c a l M ethod

炭化物 としての利用技術の開発

D e v elo p m en t fo r U tiliz a tio n T e c h n o lo g ie s fo r

C h a rc o a l P r o d u c ts

多目的炭素系資材の製造技術 開発

R esea rch for the W ay to P ro duce th e M ulti－

P urp ose M a terial M a de of C h arcoa lP o w der

カラマツ・ トドマツなどの間伐材や樹皮・ の こくず

等木質系バイオマスの有効利用の一環として，木炭の

新しい用途開発の研究を進めてきた。

木炭の環境浄化機能や土壌改良機能の検討を行 うと

ともに，新たに難燃建材や新素材の開発を加え，木材

の炭化技術 とその用途開発の総合的 な実証 的試験 を行

った。

平成 2 年度 にはのこ くずに炭酸ナ トリウムを10％添

加し，炭化温度300℃，時間60分の炭化条件で待た木炭

粉のボー ド化を試みた。結合剤として，フェノール樹

脂接着剤 を添加 して成形 した場合 と，故紙を添加 して

成形した場合の二通りの実験を行った。その結果，フ

ェノール樹脂接着剤で成形する場／釧こは，接着剤の添

加量を増加す ると，吸放湿幅が低下 した。 しかし，故

紙の添加 では，添加量が増加す ると，吸放湿幅が，や

や低下する程度であった。 したがって，故紙 を添加 し

てボー ドを作れば，吸放湿機能をもつボー ドができる

ことが分か った。

3 年度の研究 目標 は（1）防火性 を有する炭素系成形物

の製造技術 を開発 すること （2）木炭 とケイ素等 との焼

結による新素材の開発に関する調査検討を行うこと （3）

木炭の環境浄化機能や連作障害防止機能について検討

することの三つであった。試験方法および得 られた結
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果は以下の ようであった。

（ 1） 木炭 ボー ド製造時に難燃剤 を添加 し，防火性 を有

する炭素系成形板を作り，その防火機能を測定した。

カラマ ツ樹皮炭 に難燃剤 として リン酸水素ニ アンモ

ニウムを， また結合材 として粉末フェノール樹脂 をそ

れぞれ10～20％配合 し，180℃，15分 の条件で熟庄成形

し木炭ボー ド（ 1 ×30×30cm，比重0．7－0．9）を作製

した。 この ボー ドの強度を調べ るため 曲げ試験 を行 う

とともに，防火性 を調べ るため JIS A1321に基づく表

面試験 と基材試験 を行 った。

さらに，1 ×95×95cm，2．5×95×95cmの難燃木炭 ボ

ードを作 り，前者については，カラマツの2．5cm厚の集

成材をコアとしてこの表裏面にはり，三層構造の積層

難燃木炭ボー ドを作製した。また後者については，難

燃処理 した トドマツを両面にはって三層構造の積層難

燃木炭ボー ドを作製 した。この 2 種類 のボー ドにつ い

て防火戸材料 としての耐火性能 を調べ るため，JIS A

1 311の加熱方法で耐火試験 を行 った。

曲げ試 験 の結 果，曲 げ強 度 は接 着 剤10％ 添加 で

1 1～34kg f／cm2，15％添加で27－54k gf／cm2，20％添加 で

3 7～83kg f／cm2とな り，接着剤が多い程 高い強度 を示 し

た。

表面試験の結果，発煙 も少な く，T dβ（発熱量） も

0 で，難燃 1級に相当する結果が得られた。なお，難

燃剤 で処理 しないコン トロールではT dβは30未満で難

燃2 級に相 当す る結果 が得 られた。

しかし，基材試験の結果， 3 ～7．6分で8 10℃に達し

た。 これは「20分間，8 10℃に達 しないこと」という基

準を満 たすには至 らず，難燃 1 級には合格 しなか った。

J IS A1311に基づく試験では2種類の構成の積層難

燃木炭 ボー ドは， いずれ も，60分 の加熱に耐えた。

（ 2） 木炭 とケイ素 との焼結 によ り得 られた材料 は耐熱

性が高 く，無機 人造繊維， 自動車部 品，ガス ター ビン

の製造材料として用いられ，またこれらの構造解析も

－3 7 －
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第2表 ビー トの収量に対す る木炭施用 の影響

T a b le 2 ．T h e effect ofcharcoalon harv（∋St amOUnt Of a suger beet

＊各木炭粉施用区の対照区に対する百分率

P e rc e n t a g e ofsectionwithvariouskindsofcharacoalpowderincomparisonforcontroIsection

＊＊糖量 ．根重×根中糖分

A m o u n t ofsugar：（Weight ofa root）×（Thesugarcont2ntintheroot）

木炭のN（1は表 1 と共通

N（）Of ch a rc oa l p ow d er is c om m o11 tO Tablel

収量 と根粒重 との間には比例関係が認め られた。 した

がって，炭化度の高い木炭粉 を施 用す ると，木炭粉は

V A 菌根菌の活性 を高めてリンを吸収させ，また同時に

根粒菌の活性 をも高めて，窒素吸収 を促進 した もの と

推定 された。 なお， この効果は，石灰や活性炭の施用

でも認め られた （中央農試）。

（ 4） 木炭の連作障害防止機能

①数種類の木炭粉を用い，木炭粉の施用がビー トの

成育，収量および品質に及ぼす影響 について検討 した。

その結果，単作の場合第 2表 に示す ように，木炭粉

の施用量が増 えると10％水準で， ビー トの収量（糖量，

修正糖 量）が増 した。25年連作 した畑では木炭粉 の施

用に よって根重，糖量は明 らかに減少 した。 2 － 4 年

輪作では根重，糖量は同等 もしくは減少 した（北見農

試）。

②数種類の木炭粉を用い，施設野菜栽培土壌に対す

る木炭粉の施用が， きゅうり， トマ ト，ほ うれん草の

生育収量に及ぼす影響 について検討 した。

その結果， きゅうりでは流動層炉木炭の施用によっ

て生育の増大が認め られたが，他の木炭では施用量が

増す と生育は低下 した。 トマ トでは全般的 に着果，果

実肥大が悪か ったが，生育は木炭施用によって増大す

るものがみ られた。跡地土壌の p H は きゅ うり，トマ ト

とも′、ずれの木炭粉 で も，5 ％以上の施用で高 くな り，

アル カリ性が強 まった （道南農試）。

（ 平成 3 年度～平成 5年度）

（ 物性利用料，成形科，

北海道立中央水産試験場，北海道立中央農業試験場，

北海道立北見農業試験場，北海道立道南農業試験場）

1 ．1∴王 木炭ボー ドの製造技術の確立 （民間受託）

S tud y fo r M ak ing th e Boardwith

ー4 0 － 〔J・H o kk aido F or・ P rod・ R es・Inst・ V ol・6 ， N（14 ， 1992 〕

木 炭 粉　 N（1 施　 用　 量 根　 重 根　 中　 糖　 分 糖　 量 ＊ ＊ 修 正 糖 分 修　 正　 糖　 量

C h a r c o a l G iv in g a m o u n t

（kg ／10 a ）

W e ig h t o f T h e s u g a r c o n t e n t A m o u n t o f T h e m o d ifie d T h e m o d ifie d

p o w d e r N（1 r o o t in th e r o o t S u g a r S u g a r C O n t e n t a m o u n t o f s u g a r

（％ ）＊ （％ ） （％ ） （％ ） （％ ）

B l

0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0

5 0 9 8 9 9 9 8 9 8 9 8

1 0 0 9 8 1 0 0 9 8 9 9 9 9

1 5 0 1 0 4 1 0 0 1 0 4 1 0 4 1 0 4

B 2

0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0

5 0 9 8 1 0 2 1 0 0 1 0 2 1 0 0

1 0 0 9 9 1 0 1 1 0 0 1 0 1 1 0 0

1 5 0 9 6 1 0 3 9 9 1 0 4 1 0 0

B 3

0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0

5 0 1 0 6 1 0 0 1 0 6 1 0 0 1 0 6

1 0 0 1 0 8 9 8 1 0 6 9 8 1 0 6

1 5 0 1 0 8 9 8 1 0 6 9 8 1 0 6

B 5 － 1

0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0

5 0 1 0 2 9 9 1 0 1 9 9 1 0 0

1 0 0 1 0 0 9 8 9 8 9 7 9 8

1 5 0 1 0 6 9 9 1 0 4 9 9 1 0 4

B 5 － 2

0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0

5 0 1 0 4 1 0 0 1 0 4 1 0 0 1 0 4

1 0 0 1 0 4 10 1 1 0 5 1 0 1 10 5

1 5 0 1 0 4 10 2 1 0 6 1 0 2 10 6




